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身長が高いと本当にバスケットボールのシュート成功確率は高いのか？
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研究成果の概要（和文）：本研究で公式試合記録から身長とシュート成功確率(SSR)の相関を調べた結果、2ポイ
ントシュートにおいて身長が高いとSSRも高かった。しかし、3ポイントシュートとフリースローでは正の相関が
認められなかった。次に男子大学生でリングまでの距離を変化させて身長とSSRの相関を調べた結果、身長が高
いとSSRが高いことは確認されなかった。さらにリングの高さを変化させてSSRを調べた結果、高さが一番低いリ
ングにおいてSSRが最も高いことは確認されなかった。
以上のことから、試合中の2ポイントシュートの場面では長身者の有利性は表れるが、身長が高いことがSSRの高
さにつながるとは考えにくいことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study used official game records to investigate the correlation between
 height and shot success rate (SSR) in basketball. It was found that taller players had a higher SSR
 for two-point shots. However, there was no positive correlation among height and SSR for 
three-point shots and free throws. Next, the male collegiate basketball players experimented with 
SSR after changing the distance to the rim. It was not found that tall players had a higher SSR. 
Then, SSR was investigated after changing the height of the rim. It was not found that SSR was the 
highest for the lowest rim height.
The above suggests that while tall basketball players are at an advantage during games for two-point
 shots, being tall does not entail a high overall SSR.

研究分野： バスケットボール
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１．研究開始当初の背景 
 
2014 年 FIBA（国際バスケットボール連盟）

ワールドランキングにおいて、日本は 46 位
であった。そして、日本バスケットボール協
会の指導教本(2014)には、「日本人は身長と
いう視点からみると、国際的に非常に不利で
ある」と記されている。また、同協会は 2012
年から長身者を対象にしたタレント発掘と
シュート能力を高めるジュニアエリートア
カデミー事業を開始した。さらに、2013 年同
協会は、世界のレベルに近づくために、ジュ
ニア世代の長身者や、これから背が伸びそう
な選手に対して、「ビッグマン＆シューター」
という育成事業を進めた。このように、日本
においては、得点力の高い長身者の不在がラ
ンキング上位国との競技力の差の原因であ
ると考えられている。 
ところで、長身者は本当にシュート成功

（得点力）に有利なのだろうか？  
瀬戸ら（2010）は、単位時間当たりの総得

点率が、体表面積（身長と体重から算出）に
対しては負、体重に対しては正の関係式で推
測できることを報告している。得点が身長を
含む変数と負の関係にあることは、長身者と
いうだけではシュート成功確率の高さに結
びつかないことを示している。一方、対戦相
手との身長差で得点比を説明できるという
報告（大神ら、2001）もある。 
これまでバスケットボールの指導者の間

では、3.05m の高さに設置されたリングに近
い長身者の方が得点しやすいと考えられて
きたが、これらの報告からは「特定のシュー
ト場面や条件で長身者が有利」であることが
推測できる。 
身長とシュート成功確率の関係について、

関東大学リーグ戦（KCBBF）のデータをもと
に探索的な調査をした（中嶽・木藤、2014）。
結果は、長身者ほど2ポイントシュート（2FG）
でのシュート成功確率は高く、遠方より放つ
3ポイントシュート（3FG）や、相手に邪魔さ
れずに放つフリースロー（FT）では身長との
有意な正の相関関係が認められなかった。 
この調査においては、身長1.65mから2.06m

の範囲（平均 1.85m、SD=0.08m）の選手が参
加する限られたデータをもとに分析した。し
たがって、さらに検証して結論を得るために
は、異なる身長範囲や異なるレベルの選手が
参加する試合でも同じ結果が得られること
を確かめなければならない。また、実験的に
リングの高さとの位置関係と得点の関係を
詳細に調べる必要もある。 
 
 
２．研究の目的 
 
バスケットボールでは、3.05m の高さに設

置されたリングに近い長身者の方が得点し
やすいと考えられてきた。しかし、対戦チー
ムとの身長差に着目して得点力を調べた近

年の報告は、「相手よりも長身である」こと
の重要性を支持する結果を示した。それは、
FT の場面よりも競合いの中で放たれるシュ
ートにおいて長身者が有利であることを示
唆している。 
本研究では、（１）身長とシュート成功確

率の関係をシュートエリア別に分析する。さ
らに、（２）リングの高さを変えたときのシ
ュート成功確率を調べる。そして、これらの
検証によって、長身者が本当にシュート成功
（得点力）に有利であるのかについて結論を
出す。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）公開データによる身長とシュート成功
確率の関係の解析 
 
KCBBF のデータにおける解析で、身長とシ

ュート成功確率の相関関係については調査
している。本研究では、さらに対象を広げて
競技レベルやルールの異なるリーグ(NBL:日
本バスケットボールリーグ 2013-2014 と
NBA:National Basketball Association 
2013-2014)において、身長と 2FG、3FG、FT
の各シュート成功確率の関係を分析した。 
 
（２）シュート実験によるシュート成功確率
の分析 
 
対戦相手の妨害を受けない FT に着目し、

リングまでの距離が異なる条件下（1.0ｍ、
2.5ｍ、4.0ｍ、5.5ｍ、7.0ｍ）において身長
とシュート成功確率の相関関係を調査して
いる。そこで、リングまでの距離の他に、リ
ングの高さを変えて行うシュート実験を実
施した。同一選手が、3.05ｍ、2.85ｍ、2.65
ｍの 3段階の高さのリングにシュートを試み
ることで、シュートスキルが同一の場合で、
リングとの位置関係を変えたときに「どの程
度シュート成功確率が変化するのか？」とい
う、バスケットボール指導者の疑問に答える
ことができる。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）身長とシュート成功確率の関係 
 
バスケットボールのシュートには、シュー

トを放つエリアによって得点が異なる FT、
2FG と 3FG がある。FT はファールを受けた際
に、エンドラインから 5.80m（バスケットの
中央の真下から 4.225m）の位置より放てるシ
ュートであり、他の選手に妨害されることは
なく、シュート成功時には１点が与えられる。
一方、2FG と 3FG は、他の選手との競い合い
の中でシュートを試みるもので、シュートエ
リアによって得点が異なる。バスケットの中



央の真下を中心とする半径 6.75m（ただしサ
イドライン付近では最短 6.60m）の 3ポイン
トラインが基準となり、このラインよりも遠
いエリアから放ったシュート成功時には3点、
近いエリアからのシュート成功時には2点が
得られる。 
ところで、バスケットボール競技において

は、シュート位置が高いほどボール軌道がず
れ て も リ ン グ に 入 る 可 能 性 が 増 す
（Brancazio, 1981; Maugh, 1981）。そのた
め、長身者の有利性が示唆されてきた
（Brancazio, 1981）。しかし、2FG・3FG や
FT といった得点場面のいずれにおいて、長身
者が有利であるのかについては解明途上に
ある。 
そこで、KCBBF のデータをもとに各シュー

トエリアでの身長とシュート成功確率の相
関関係を調査し、2FG における長身者の有利
性を報告した(中嶽・木藤、2017）。そして、
競技レベルやルールの異なるリーグ（①NBL
と②NBA）においても、2FG における長身者の
有利性が認められるのかについて検証した。
その結果、調査した全てのリーグにおいて、
身長と2FGのシュート成功確率の間に正の相
関関係が認められた（図 1）。これらの結果は、
競技レベルやルールの違いに関係なく、試合
中に相手との攻防の中で放つシュートにお
いて長身者の有利性が表れることを示唆す
る。 
また、遠方より放つ 3FG と相手に邪魔され

ずに放つ FT では、異なるリーグでも KCBBF
同様に身長との有意な正の相関関係が認め
られず、FT においては有意な負の相関関係が
示された（図１）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）リングまでの距離とリングの高さを変
えた時のシュート成功確率 
 
次に、対戦相手の妨害を受けない FT に着

目し、36 名の男子大学生バスケットボール熟
練者で、リングまでの距離が異なる条件下
（1.0ｍ、2.5ｍ、4.0ｍ、5.5ｍ、7.0ｍ）に
おいて身長とシュート成功確率の相関関係

を調査し報告した(中嶽・木藤、2017)。この
シュート実験（相手に妨害されない状況下の
シュート）では、いずれの水平位置において
も身長とシュート成功確率の間に正の相関
関係は確認されなかった（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 距離別における身長とシュート成功確率の関係 

 
 
しかし、この分析では被験者間のシュート

スキルの違いを除外することはできない。そ
こで、同一被験者でリングの高さを変化
（3.05ｍ、2.85ｍ、2.65ｍの 3段階）させて
シュート実験を実施した。男子大学生バスケ
ットボール熟練者 12 名を対象として、シュ
ートの距離はエンドラインから 8.3m、5.8m、
3.3m の 3箇所とした。3箇所の距離から 3段
階の高さでそれぞれ 60 本ずつ、合計 540 本
のシュート成功・不成功を記録した。実施順
序は順序効果を考慮し、カウンターバランス
で対処した。同一被験者での被験者内解析に
より、シュートスキルの要因を除外して、リ
ングとの相対的な位置関係によるシュート
成功確率について検証することができる。つ
まり、得点力に対する「長身」という体格要
因の影響を厳密に調べることができる。 
実験の結果、エンドラインから 5.8m の距

離において、通常の高さである 3.05m のリン
グよりも2.85mの高さのリングにおいてシュ
ート成功確率が有意に高いことが示された
が、一番低い 2.65m のリングの高さでシュー
ト成功確率が最も高いことは、どの距離にお
いても確認されなかった（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



以上のことから、試合中の相手との攻防の
中で放たれる2FGのシュート場面においては
長身者の有利性は表れるが、身長が高いこと
がシュート成功確率の高さにつながるとは
考えにくいことが示唆された。 
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